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ミヤイリガイの殺貝剤に対する抵抗性に関する研究

(1) NaPCPに対するそれについて
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NaPCP (Sodium pentachlorophenate）は現在最もす

ぐれた殺貝剤として， 1954年以来わが国のミヤイリガイ

棲息地において使用されている．このような長期間にわ

たり連続的にこの薬剤が使用されるにおよんで，最近ミ

ヤイリガイの薬剤に対する抵抗性の発現がようやく問題

とされるようになった．

すなわち，岡部ら（1956）および太田ら（1956）は，ミヤ

イリガイが連続的に NaPCPに接触することによってそ

の抵抗性が高まることを報告して居り，一方， Gancarz

(1958）および Waltonet al. (1958）は抵抗性は決して

高くならないと報告している．

筆者らは（1）殺貝斉ljとして数年間 NaPCPが撒布さ

れた地域のミヤイリガイにおいて，この薬剤に対する抵

抗性が高くなっているかどうか， (2）実験的連続的に

NaPCPに感作された貝は，この薬剤に対し後天的に強

い抵抗性を獲得するかどうか，（3)NaPCPに対して強

い抵抗性を示す strainが存在するかどうか， (4）もし

存在するならば，それに NaPCP を強く感作させること

によってさらにその抵抗性が増大するかどうか，などの

諸点について検討した．

材料と方法

実験に供したミヤイリガイ：

山梨県甲府盆地の棲息地より採集したミヤイリガイで

実験直前に清水中で活濃に運動するものを用いた．

使用した薬剤：

NaPCP （約94% Sodium-pentachlorophenate）はミヤ

イリガイ殺貝用として旭電化工業株式会社で製造された

ものを用いた．溶液の調製にあたってはあらかじめ 0.1

g を 100ccの蒸溜水に溶解せしめ， これを 2.0ppm, 

1. O ppm, O. 5 ppm, 0. 25 ppm, 0. 125. ppm, 0. 0625 ppm 

のごとく倍々稀釈にして用いた．

薬剤の作用方法：

直径約 12cmのシャーレに lOOccの薬液を入れ，こ

れに 10コの貝を入れて薬液表面直下まで木枠付ビニー

ノレ網をかぶせ，貝が薬液上に出ることを防止した．第1

項の試験を除いては，薬剤作用を全て 25°Cの解卵器内

で行い， 48時間作用後に流水で、水洗し，清水中にさらに

48時開放置してその生死の判定を行った．

生死判定の方法：

清水中に移した貝は24時間後にその清水を交換し，

明らかに死と認めうるものはとり除き， 48時間後に至り

運動しているものを生と判定し，運動しないものは圧潰

してその反応の有無により生または死と判定した．

なお LDso,LD90の計算は Behrensまたは Fisher

の方法によって行った．

各項目別の詳細な実験方法については成績の項でふれ

ることにする．

成 績

1) NaPCP撒布地と非撒布地のミヤイリガイの Na

PCPに対する抵抗性

4年間にわたり年間各2回 NaPCPを撒布した地域

（山梨県八田村および白根町）より採集した貝と，この対

照として NaPCPが全く撒布されなかった地域（山梨県

市川町および身延町）より採集した貝の4つのグノレーフ。

について，同時に同様の条件のもとに各々に NaPCPの

各種濃度を作用せしめその死亡率を比較した．その成績

はFig.1のようであり，同一濃度における貝の死亡率は

NaPCP非撒布地（市川，身延）のそれに比し，撒布地（入

国，白根）のそれがやや低く現われている．いま各々の，

LDsoを計算すると次のごとくである．

NaPCP撒布地 八田村・・・・・・・・・・0.30ppm 

II 白根町・・・・・・・・・・0.32 tr 

NaPCP非撒布地 市川町・• ・ ・ ・ • ・ ・ • ・O .23 /t 

II 身延町・・・・・・・・・・0.25 II 

( 52う
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Fig. 1 Comparison of dosage-mortality curve of 

snails from treated and untreated areas 

これらの成績より NaPCP撒布地のミヤイリガイは，

非撒布地の貝に比しやや高い抵抗性をもっているかのご

とく見えるが，推計学的には両者聞に有意差を認めるこ

とはできなかった．

ここで，たとえ有意差はないにせよ，上述のような地

域による抵抗性の差が，あるいは棲息地の地理的諸条件

に起因するのではなかろうかとの疑問の下に次のような

実験を行った．この実験では同様に年間2回7年間にわ

たり NaPCPが撒布されている水団地帯の，山梨県竜岡

町および白根町，そして草原地帯の玉幡町の 3地域より

同日に採集したミヤイリガイを使用し，同時に同様条件

下で NaPCPの各種濃度を作用させてその死亡率を比較

した．その成績は Fig.2のようであり，またその LDso

は次のようで、あった．

白根地域・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・ ・0.20ppm 

竜岡地域・・ • • • • ・ • • • • • ・ • • • • • • • • • • ・0.32 ppm 
玉幡地域・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・0.28ppm

これらの成績からして， 3地域より採集したミヤイリ

ガイの NaPCPに対する感受性には一見わずかな相違が

あるようにみえる.NaPCPが同様に撒布されている地

域間で，このような差異が存在する事実は Figlにみら

れる.NaPCP撒布地と非撒布地の貝のとの薬剤に対す

る感受性のわずかな相違が，棲息地の地理的条件または

これらの実験を行った方法における手技上の誤差に起因

するものであろうことを示唆していると思われる

2) ミヤイリガイは NaPCPに対し後天的に抵抗性を

獲得するかどうかに関する実験．

( 53 ) 
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Fig. 2 Comparison of dosage-mortality curve of 

snails collected from three separate areas 

which have been treated with NaPCP 

for 7 years 

あらかじめ NaPCPを作用させ，その LDsoが 0.32

ppmであった貝を 2つのグループに分け，その lつの

グノレーフ。を 0.0625ppm （致死以下の薬量）の NaPCP

に3週間毎に 3回，各48時間作用せしめ，他の 1つの

グルーフ。は対照として同様に蒸溜水に浸演させた．そし

て両クワレーフ。とも第4回目には NaPCPの各種濃度を作

用せしめその薬量と死亡率の関係を見た． その成績は

Fig. 3のようであり，また各々の LDsoを計算すると次

のようで、あった．

NaPCPを3回作用させたグループ・・・0.463ppm

対照グループ・．．．．．．．．．．・・・・・ • • • • • • 0.716ppm 

この成績をみれば低濃度の NaPCPを連続的に作用さ

せられたミヤイリガイはその抵抗性を増大することなく

むしろその感受性が高まる傾向が見られた．

3) 殺貝剤に対する高度の抵抗性をもった貝の strain

が存在するかどうかについての実験．

同一棲息地より同時に採集したミヤイリガイを 3つの

グループに分け， その 1つのグ、ノレーフ。にそれらの貝の

LDsoに相当する NaPCPを，他の 1つのグルーフ。に同

様 LDgoに相当する濃度を作用せしめ，なお生存する貝

をそれぞれ室内で飼育した．残りの 1つのグ、／レーフ。は対

照として蒸溜水のみに浸漬させた後同様に室内で飼育し

た． 3週後これらの各グループに NaPCPの各種濃度を
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1.0 

Dosage-mortality curves of offspring of 

snails selected with LD5o and LD90 lebels 

of NaPCP 

0.7う

Fig. 5 

20 

LD90作用でなお生存したグループ・・• ・0.243ppm 

対照グループ・・・・・・・ ・・・・・・ ・・ ・・・・ ・・・0.216ppm 

すなわち前述のごとく 3つに分けられた各グループの

NaPCPに対する感受性において，各々の聞に有意差を

~;gめることはできなかった．

1.0 

Dosage-mortality curve of snails given su-

blethal dose of NaPCP three times on 

every third week 

0.5 

Dosage (ppm) 

0.25 0.12う
。

Fig. 3 

4) 高濃度 NaPCP作用後生き残った貝の子孫、の同剤

に対する抵抗性は増大されているか否かについての実験

前項と同様に NaPCPの LDsoおよび LD90に相当す

る濃度を作用せしめ，なお生存する貝をそれぞれ同一条

件下で飼育したこれらの貝より得た第1代の子孫が殻

長 6.0mm以上に成長したとき，それぞれに各種濃度の

NaPCPを作用せしめ，その死亡率を比較した．その成

績は Fig.5のようであり， またこれらの LDsoは次の

ようで、あった．

LDsoにより選択されたグノレーフ。の第1代子孫

・・ 0.23ppm 

LD”により選択されたグルーフ。の第1代子孫

・・・ 0.22ppm 

対照グノレーフ。の第1代子孫・・ ・ • • • • • • • • 0.26 ppm 

これらの成績もまた前項と同様に 3つのグループの貝

のNaPCPに対する感受性にはその各々の聞にほとんど

差がみられなかった．
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論議

ミヤイリガイの NaPCPに対する抵抗性に関し，すで

に報告されているものについてみれば，阿部ら（1956）は

作用せしめその薬量と死亡率の関係をみた．その成績は

Fig. 4のようであり，またこれらの LDsoは次のようで

あった．

LDso作用でなお生存したグループ・・・・0.224ppm

( 54 ) 
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NaPCPを殺貝剤として使用した地域と，これを使用し 季節に行われていることなどが問題点と Lてあげられ

ない地域の貝にこの薬剤を作用せしめその LDsoを比較 る

し， NaPCP撒布地の貝の抵抗性は非撒布地のそれより まず薬剤作用方法についてみれば，筆者らの実験はこ

高いと報告した．また太田ら（1956）は 2週目毎に 1～6 の種の水溶性殺貝斉Jjの invitro効果判定に最も適して

時間づっ順次高濃度（10万分の lより 1万分の 1まで） いると思われる上述の直接浸漬法で行ったのであるが，

の NaPCP溶液に連続的に作用させ， ミヤイリガイの 阿部らの用いた，いわゆる platemethodは，非水溶性

Na PCPに対する抵抗性が高くなることを報告した．し 殺貝剤の試験には適した方法であるが， NaPCPのょう

かしその後 Gancarz(1958）は 0.hzφens isにおいて太 な水溶性薬剤のそれにはかならずしも好適な方法とは考

田らとほとんど同様な方法，すなわち， LD3o,LD叫 えられない（保阪， 1959）.次に試験に供し？？ミヤイリガ

LD10および LD9oに相当する薬量を LD30より順次l イの採集時期にも問題が有りうる．阿部らの試験では比

週または1カ月おきに作用させ，その対照貝と死亡率 較した2つのグノレーフ。の貝は異った季節に採集され，試

を比較し，その結果より薬剤を作用させたグノレーフ。はそ 験されているが，筆者らは比較試験に用いる貝はすべて

の対照グルーフ。に比しその死亡率においてやや低い場合 同時期に採集し同時期に試験した．一方ミヤイリガイの

もあるが，その差は貝の抵抗性発現に起因するものでは 殺貝剤に対する感受性には季節的な変動が認められると

ないだろうと報告した．また， Waltonet al. (1958）も いう報告（津田， 1952）もあるので，岡部らの成績にはあ

数年間にわたり NaPCPを撒布した地域L 撒布しない るいはそのようなことも影響しているのではないかと思

地域よD採集したミヤイリガイにそれぞれ同一濃度の われる

NaPCP溶液を作用せしめ，その死亡率を比較し，その なお筆者らの成績と太田らのそれが異なる理由につい

結果より数年にわたり NaPCPを撒布した地域の貝でも ては不明である．

この薬剤に対する抵抗性は決して高くなっていないと報

告した．

以上のようにミヤイリガイのNaPCPに対する抵抗性

に関しては，阿部らおよび太田らのように抵抗性が高く

なることを認めたものと， Waltonらおよび Gancarzの

ように抵抗性は高くならないとする具なった2つの見解

がある

ここで筆者らの実験成績を綜合してみれば，（1）殺貝

斉｜！として NaPCPを数年’聞にわたり撒布した地域のミヤ

イリガイにおいてこの薬剤に対する抵抗性の増大は認め

られない. (2）低濃度の NaPCPを作用させたミヤイリ

ガイはむしろこの薬剤に対する感受性が高まるような傾

向が認められる. (3) NaPCPに対し高度の抵抗性を持

ったミヤイリガイの strainは存在しない． このことは

上述のごとく高濃度の NaPCP作用後残存せる貝の子孫

が，同剤に対する高度の抵抗性を示していない事実によ

って明らかである

これらのうち第1および第2項は Waltonらおよび

•Gancarz の成績とほとんど一致していると考えてよいが

岡部らの成績との聞には大きな相違がみとめられる．と

のような相違の原因について考察するに，阿部らの実験

では薬剤作用は platemethod (McMullen, 1949）によっ

て行われていること，また比較しようとする貝の2つの

グルーフ。の試験がそれぞれ異なった年度、るいは異なった

( 55 ) 

要約

NaPCPに対するミヤイリガイの抵抗性について実験

的に検討し，次のような結果を得た．

(1）殺貝剤として NaPCPが撒布された地域のミヤイ

リガイのこの薬剤に対する抵抗性は高くなっていないこ

とを認めた．

(2）ミヤイリガイは NaPCPに対し後天的に高度の抵

抗性を獲得することはなく，低濃度のこの薬剤を作用さ

せた貝はむしろそれに対する感受性が高まる傾向が認め

られる．

(3) NaPCPに対し高度の抵抗性をもったミヤイリガ

イの strainが存在するとは認められない．
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THE RESISTANCE OF ONCOMELANIA SNAIL TO MOLLUSCICIDES 

I. SODIUM PENT ACHLOROPHENATE 

YOSHITAKA KOMIYA, KAZUO YASURAOKA, YUKIO HOSAKA 

＆ 

KIYOKO OGAWA 

(Dφartment of Paras1・tology,National Institute of Health, Tokyo) 

An experimental study on the resistance of Oncomelania nosophora to sodium pentachloro-

phenate has been made and the following conclusions reached : 

1) No PCP-resistance has been developed in the treated snail population. 

2、Nosnails acquire resistance to NaPCP during their life time ; exposure to small 
amounts of NaPCP appears rather to make them more susceptible. 

3) No snail-strain of higher resistance to NaPCP was found. 

4) No resistance develops with higher selection pressure of NaPCP. 

( 56 ) 




